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去
る

こ
の

一
O
年

一
二
月

一

一一

日
(
日
)
、
キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ラ
ザ

京
都
に
て
開
催
さ
れ
た
、
「
第
六

回
政
策
系
大
学

・
大
学
院
研
究

主
流
大
会

1
京
都
か
ら
発
信
す

る
都
市
政
策

1
」
ル
」
い
う
政
策

発
表
会
に
、
本
大
空
院
か
ら

二

チ

l
ム
が
参
加
し
、
ぞ
の
内
五

(
当
時

一
回
牛
)

期
止
し

で
構
成

き
れ
た
「

P
O
S
T
U
M
(政
策

梧
言
ゼ
ミ
)
」
チ

l
ム
が
日
本
公

共
政
策
空
会
嘗
脅
受
賞
し
た
。

こ
の
政
策
発
表
会
は
、
都
市

の
杭
え
る
閉
頴

・
課
頴
た
見
つ

け
、
ぞ
れ
、
そ
解
決
す
る
た
め
の

「
都
市
政
策
」
青

学
ぶ
大
挙

牛
・
大
学
院
牛
の
研
究
主
流
・

発
表
の
場
、
ど
し
て
、
「
公
椋
財
団

法
人
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
京

都
」
が
毎
年
開
催
し
て
い
る
。

六
回
目
に
な
る
本
大
会
で
は
、

口
頭
発
表
五
四
組
、
パ
ネ
ル
発

表
二
O
組
、
特
別
合
画
展
示
六

組
、
合
わ
せ
て
八

O
組
が
研
究

の
成
果
、
伊
発
表
し
、
互
い
に
主

流
や
深
め
た
。

本
大
学
院
か
ら
出
場
し
た

二
チ

l
ム
が
所
属
す
る

P

O
S
T
U
M
と
は
、
実
際
の
政
策
が
行
わ
れ
る
現
場
や

公
共
的
課
頴
や
栴
え
る
現
場
へ
と
継
続
的
に
掛
く
こ
ル
」

で
、
実
際
の
課
頴
解
決
や
涌
じ
て
得
ら
れ
る
「
現
場
戚

背
」
所
経
験
す
る
こ
ル
」売
目
的
と
し
て
、

四
期
止
しに
よ

り
こ
の
の
九
年
春
に
設
立
き
れ
た
自
主
活
動
団
体
で
あ

る
。P

O
S
T
U
M
か
ら
出
場
し
た

二
チ

l
ム
の
う
ち
、

一
組
は
、
代
表
の
光
武
雄

一
朗
売
筆
頭
に
、
大
橋
害

・

関
根
沙
織

・
竹
中
良
企

・
中
谷
祐
出

・
則
本
浩
佑

・
平

井
隆
仁

・
堀
古
都
子
の
五
期
止
し八
名
か
ら
構
成
き
れ
て

い
る
。
こ
の
チ

l
ム
は
、
「
潜
在
的
蝋
域
資
源
売
活
用
す

る
地
域
振
興
策

1
京
都
市
伏
見
掛
区
に
見
る
観
光
振
興

1
」
た
テ

l
マ
シ
」し
て
発
表
脅
行
っ
た
。

五
期
牛
チ

l
ム
は
昨
年
五
月
か
ら
活
動
脅
始
め
、
準

備
た
重
ね
て
去
、
た
。
チ
ー
ム
の
人
数
が
多
い
こ
左
ホ
あ

り
、
テ
ー

マ
設
定
に
至
る
主
で
に
、
何
唐
ホ
メ
ン
バ

ー

内
で
議
論
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
京
都
市
内
で
課

頴
の
多
い
地
域
、
ど
し
て
京
都
市
伏
見
区
が
取
り
上
げ
ら

れ
、
そ
の
地
域
活
件
牝
に
つ
い
て
政
策
梧
言
す
る
こ
左

と
な
っ
た
。
伏
見
の
活
件
化
に
つ
い
て
、
酒
浩
業
、
そ
中

心
に
据
え
る
か
、
観
非
業
所
中
心
に
す
る
か
、
に
つ
い

て
ホ
メ
ン
バ
ー
内
で
煮
見
対
立
が
あ
っ
た
。
侃
々
誇
々

の
議
論
売
経
て
、
可
能
件
の
大
台
き
か
ら
、
観
光
業
台

、
干
軸
ル
」し
て
政
策
梧
言
や
行
う
ニ
ル
」に
な
っ
た
。
そ
し

て
今
回
の
発
表
の
た
め
に
、
京
都
市
役
所
、
伏
見
区
役

所
、
及
び
各
関
係
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
杏
や
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
争
行
っ
た
。

京
都
市
伏
見
区
は
織
害
政
権
期
以
降
、
伏
見
城
城
下

町
や
中
心
に
商
業
拠
点
土
し
て
繁
栄
や
械
め
て
女
た
。

し
か
し
、
好
年
は
、
相
対
的
に
商
業
拠
点
土
し
て
の
プ

レ
ゼ
ン
ス
が
低
下
し
、
捌
域
活
力
の
停
滞
傾
向
が
見
ら

れ
る
。
こ
の
現
状
に
対
し
、
伏
見
区
、
特
に
旧
伏
見
市

刷
域
に
つ
い
て
、
旧
伏
見
市
朗
域
が
有
す
る
観
光
資
源

の
積
概
的
な
情
報
発
信
や
捌
域
開
で
の
津
携
な
Y
」や
涌

し
て
、
現
状
で
は
京
都
駅
以
北
の
観
光
酬
に
流
れ
て
し

ま
っ
て
い
る
観
光
案
や
伏
見
に
呼
び
訊
む
こ
と
で
、
観

光
振
興
に
よ
る
地
域
活
件
化
脅
図
る
べ
く
、
五
期
牛
チ

ー
ム
は
政
策
捧
言
、
そ
行
っ
た
。

大
会
の
本
番
で
は
、
竹
中

・
中
谷

・
平
井
の
三
名
が

プ
レ
ゼ
ン
売
担
当
し
た
。
発
表
の
序
盤
市
で
は
、
竹
中

・

中
谷
が
、
伏
見
区
の
観
光
の
現
状
と
、
不
振
の
原
因
に

つ
い
て
述
べ
て
い
っ
た
。
主
ず
、
閏
L
ー
を
涌
省
の
行
政

資
料
、
守
点
、
ど
に
、

車
で
京
都
青
訪
れ
た

二
八
六
名
の
観

光
客
が
観
光
琳
聞
か
移
動
し
た
回
数
は
総
数
で
四
五

O

回
で
あ
る
が
、
ぞ
の
内
伏
見
の
観
光
地
が
合
主
れ
て
い

る
ホ
の
は
三
回
に
渦
斉
な
い
、
シ
」
い
う
調
査
結
果
、子
示

し
た
。
さ
ら
に
、
公
共
夜
通
機
関
奇
利
用
し
た

二
、
。

九
六
名
の
観
光
客
が
観
光
加
問
中
宵
移
動
し
た
回
数
は
総

数
で
三
、
八
の

一
回
で
あ
る
が
、
ぞ
の
内
伏
見
の
観
光

酬
が
含
ま
れ
て
い
る
ホ
の
は
八
九
回
に
渦
斉
な
い
こ
と

こ
れ
ら
の
事
実
か
ら
、
多
く
の
観
光
案
は
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ホ
示
し
た
。
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公共空間

発表する平井(左)、竹中(中央)、中谷(右)

京

都

市

中

心
部
品
付
周

瀞

す

る

の

み

で

あ

っ

て
、
伏
見
区

に

立

ち

寄

る
こ
ル
」
は

殆
ど
無
い
、

ル
」
い
う
現

状
、
於
指
摘

し
た
。主
た
、
京

都

市

観

光

調
杏
年
報
の
分
析
か
ら
、

二
O
O
九
年
で
最
ホ
観
先
客

の
訪
問
の
多
か
っ
た
清
水
寺
か
ら
半
待

二
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
以
内
に
、
観
光
客
数
が
上
位

二

O
杭
主
で
に
入
る
観

光
地
が
七
筒
所
存
在
す
る
な

E
、
京
都
市
中
心
部
に
お

い
て
狭
い
範
聞
に
人
気
の
あ
る
観
光
地
が
集
中
し
て
い

る
状
況
売
樺
示
し
た
。

伏
見
区
内
に
観
光
客
数
が

こ
の
杭
ま
で
に

入
る
観
光
地
は
存
在
せ
ず
、
寺
田
屋
、
伏
見
稲
荷
大
社
、

醍
醐
寺
土
い
っ
た
キ
だ
っ
た
観
先
制
は
、
そ
れ
ぞ
れ
涼

く
離
れ
て
お
り
、
京
都
市
中
心
部
上
比
較
し
て
伏
見
は

各
観
光
資
源
が
分
散
的
で
あ
る
、
台
分
析
し
た
。

こ
の

事
実
に
加
え
、
京
都
市
バ
ス
の
運
行
状
況
に
つ

い
て
、

伏
見
区
内
所
運
行
し
て
い
る
市
バ
ス
の
本
数
は
京
都
市

一
方
で
、

内
中
心
部
土
比
較
し
て
相
当
に
少
な
い
本
数
で
あ
り
、

比
較
的
不
便
な
を
涌
環
境
で
あ
る
こ
土
や
ホ
ベ
た
。

以
上
よ
り
、
伏
見
区
は
、
①
京
都
市
中
心
部
ル
」比
較

し
て
、
観
光
案
の
周
辞
に
合
主
れ
て
お
ら
ず
、
⑦
伏
見

区
自
体
非
常
に
面
積
の
広
い
酬
区
で
あ
り
、
各
観
光
姉

設
が
分
散
し
て
い
て
、
①
ぞ
う
で
あ
る
に
ホ
関
わ
ら
ず

ぞ
れ
ら
や
効
率
的
に
繋
ぐ
を
涌
環
境
が
整
備
さ
れ
て
い

な
い
、
と
い
う
問
頴
点
争
指
摘
し
た
。

ぞ
し
て
、
伏
見
が
観
光
案
の
周
瀞
の
対
象
に
な
っ
て

い
な
い
原
因
に
つ
い
て
は
、
京
都
市
脅
訪
れ
た
観
光
客

に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
杏
か
ら
、
①
伏
見
の
各
怖
設

自
体
は
知
ら
れ
て
お
り
、
⑦
ぞ
れ
ら
脅
周
瀞
す
る
観
光

へ
の
潜
在
的
ニ

l
ズ
は
高
い
ホ
の
の
、
①
ぞ
れ
ら
が
具

体
的
に
ど
こ
に
所
在
し
て
い
る
か
は
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、

そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
令
国
的
知
名
度
売
獲
得
し
て
い
る

伏
見
大
社
や
醇
醐
寺
へ
の
単
発
的
な
観
光
に
ど

E
主
っ

て
い
る
こ
と
だ
左
言
及
し
た
。

こ
れ
ら
の
問
頴
点
に
対
す
る
解
決
策
売
、
平

井
が
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
ジ
ョ
ブ
ス
脅
初
梯
と
さ
せ
る
熱
弁

小
八
こ
、

i
l
 

売
ホ
っ
て
披
露
し
た
。

伏
見
区
は
観
光
に
お
い
て
高
い
潜
在
力
売
秘
め
な
が

ら
点
、
観
光
怖
設
の
献
力
の
発
信
力
が
不
思
し
て
お
り
、

分
散
し
て
い
る
観
光
資
源
会
活
か
す
よ
う
な
ツ
ア
ー
ホ

組
ま
れ
て
い
な
い
。
ぞ
こ
で
、
昨
今
の
観
光
の
ト
レ
ン

ド
が
知
的
探
求
型
に
移
行
し
て
台
た
こ
と
に
鋸
み
、
「
幕

と
い
っ
た
暦
虫
的
キ
ー
ワ
ー
ド

末
」
や

「
害
臣
秀
吉」

「
観
光
コ

l
ス
」
争
整
備
し
、
ぞ
れ
に
沿
↑2
 

っ
て
分
散
し
て
い
る
各
杭
設
脅

一
回
り
す
る
よ
う
な
を

涌
手
段
、
於
用
意
す
る
0

フ
ラ
ン
弁
明
市
示
し
た
。
同
時
に
、

こ
の
プ
ラ
ン
に
よ
る
経
済
効
果
や
、
パ
ス
や
ど
れ
だ
け

増
便
可
能
か
、
ル
」
い
っ
た
試
算
弘
行
い
、
説
得
力
の
あ

る
政
策
梧
言
や
行
っ
た
。
発
表
後
の
官
疑
応
答
で
点
、

活
発
な
議
論
が
な
き
れ
た
。

本
大
学
院
か
ら
出
場
し
た

P
O
S
T
U
M
の
ホ
う
一

チ

l
ム
は
、

や
某
に
し
た

四
期
牛

(当
時
二
回
牛
)

の
小
倉
和
輝
ト
ど

小
畑
勇

二
郎
(
本
誌
編
集
委
昌
)の

二
名
か
ら
な
る
チ
ー

ム
で
あ
っ
た
。
こ
の
チ

l
ム
は
、
「
京
都
市
未
来
ま
ち
づ

く
り
一

0
0
人
季
昌
会
」

(以
下
、

売
事
例
に
、
「
『
協
働
』
の
新
形
熊
」

ず
た
。

一
O
O
人
季
昌
会
)

に
つ
い
て
取
り
上

実
際
の
政
策
現
場
に
継
続
的
に
関
わ
り
、
政
策
の
現

場
、
青
体
感
す
る
た
め
に
、
小
倉
、
ど
小
畑
は
、
市
民
協
働

の
先
端
事
例
で
あ
る

一
0
0
人
委
員
会
に、

二

O
O
九

年
秋
か
ら
約

一
年
半
の
問
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

シ
」し
て
参
加
し
て
宍
た
。

一
O
O
人
季
昌
会
は
幅
広
い

層

の
市
民
の
参
加
や
得
て
、
従
来
の
行
政
の
縦
割
り
脅

排
し
、
京
都
の
主
ち
ゃ
つ
く
り
〈
干
体
に
関
す
る
テ

l
マ
売
、

市
民
自
ら
の
発
相
に
よ
り
大
間
的
な
観
点
か
ら
設
定
し

た
上
で
、
今
後
の
主
ち
づ
く
り
の
方
向
件
や
具
体
的
な

取
組
方
策
に
つ
い
て
議
論
す
る
市
民
組
織
土
し
て
京
都

市
に
よ
り
設
立
き
れ
た
ホ
の
で
あ
る
。

こ
の
季
昌
会

の

事
務
局
の
運
営
は

N
P
O
団
体
が
行
っ
て
い
る
。
小
倉



と

畑
は

こ
の

一
(
U
O
人
季
口
国
会
で
の
経
験
所
踏
ま

ぇ
、
季
昌
会
の
実
熊
と
有
効
件
、
研
検
計
し
、
ぞ
の
音
…
義

弁
明
ら
か
に
す
る
こ
ル
」
や
目
的
土
し
、
ま
た
、

年
半

に
搾
る
活
動
会
形
に
残
す
煮
味
、
私
弘
め
て
、
政
策
発
表

会
に
参
加
し
た
。
発
表
に
際
し
て
は
、
ぞ
れ
ま
で
行
っ

て
女
た
参
与
観
察
に
加
え
、
一

(
U
O
人
季
昌
会
の
運
営

主
体
で
あ
る

N
P
O
や
行
政
へ
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
行
っ
た
。

彼
ら
は
、

一
(
U
O
人
季
昌
会
の
特
徴
や
三
点
挙
げ
る
。

ぞ
の
特
徴
と
は
、
①
市
民
が
、
自
ら
が
取
り
組
む
課
頴

脅
漢
択
す
る
ル
」
こ
ろ
か
ら
議
論
や
は
じ
め
る
こ
と
、
⑦

市
民
は
、
漢
択
し
た
課
頴
に
対
し
て
何
ら
か
の
「
行
動
」

売
担
こ
す
こ
左
脅
目
指
し
て
い
る
こ
左
、
①
委
員
会
へ

の
参
加
の
ハ

ー
ド
ル
が
低
く
、
伺
ら
か
の
形
で
酬
域
社

会

へ

貢

献
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し

た

い

と

発表する小畑(左)、小倉(右)

い

う

溝

然

、
ど
し
た
田
川

い

が

あ

れ

ば

十

分

で

あ

る

こ

と

の

コ
一
占
…
で

あ
る
。
そ
し

て
①
ル
」
⑦

の

特

徴

売

併
せ
持
ち
、

ぞ

こ

に

。
。
入
品
作
麟
え
る
市
民
が
参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、

。
。
人
季
昌
会
の
活
動
が
創
浩
件
の
高
い
ホ
の
ル
」
な
っ

て
い
る
と
指
摘
し
た
。

小
倉
ル
」小
畑
は
、
こ
う
し
た
特
徴
か
ら
、
一

(
U
O
人

季
昌
会
の
煮
義
台
、

「市
民
が
公
共
的
課
頴
に
立
ち
向
か

う
た
め
の
力
や
養
成
す
る

O
I
T
の
機
会
所
、
行
政
が

梧
供
し
た
こ
と
」
に
あ
る

k
結
論
づ
け
た
。
つ
主
り
、

従
来
は
、
公
共
的
課
頴
へ
の
対
抗
争
職
業
ル
」
す
る
行
政

機
関
の
職
昌
だ
け
が
、

o
I
T
に
よ
っ
て
課
頴
解
決
能

力
争
養
う
機
会
争
得
て
台
た
。
し
か
し
、

一
(
U
O
人
季

昌
会
の
よ
う
な
機
会
は
、
ぞ
う
し
た

O
T
T
の
機
会
所

市
民
に
開
放
す
る
こ
ど
に
な
り
、
市
民
力
の
成
長
に
つ

な
が
る
。
小
倉
、
ど
小
畑
は
、
こ
の
市
民
力
の
成
長
に
こ

そ、

一
(
U
O
人
季
昌
会
の
煮
義
た
見
出
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
機
会
は
、
抽
域
に
貫
献
し
た

そ
し
て
、

ど
の
よ
う
な
課
頴
に
対
し
て

E
の
よ
う
に

ア
プ
ロ
ー
チ
し
た
ら
よ
い
の
か
が
わ
か
ら
な
い
市
民
に

い
ホ
の
の
、

と
っ
て
有
効
だ
左
示
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、

民
に
左
っ
て
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
の
揮
営
で
あ
る

こ
と
は
、
議
論
の
中
で
自
ら
の
興
味
脅
見
つ
け
や
す
い
。

主
た
、
季
昌
が
行
政
か
ら
の
季
嘱
売
受
け
て
い
る
こ
左

で
、
何
ら
か
の
活
動
中
付
す
る
こ
と
が
帆
者
か
ら
要
請
き

れ
る
ル
」
同
時
に
、
情
命
威
一
台
高
め
る
た
め
、
活
動
の
官

ぞ
う
し
た
市

と
持
続
件
、
子
高
め
る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、

人
季
昌
会
の
各
分
科
会
が
同
じ
組
織
内
で
「
行
動
」

而
け
て
努
力
た
し
て
い
る
こ

k
は
、
互
い
の
刺
激
に
な

。。
り
モ
チ
ベ

l
シ
ヨ
ン
の
維
持
に
ホ
つ
な
が
っ
て
い
る
。

発
表
の
最
後
に
は
、
一
(
り
の
人
季
昌
会
の
取
組
脅
踏

ま
え
て
、
こ
れ
か
ら
の
協
働
は
、
特
定
の
市
民
活
動
団

体
と
の
津
携
に
留
主
ら
な
い
、
よ
り
幅
広
い
市
民
層
トど

の
協
力
や
目
指
し
た
オ
ー
プ
ン
な
活
動
と
な
る
べ
、
#
円
で

あ
り
、
ぞ
の
初
期
段
階
で
は
、
市
民
の
成
長
が
キ
眼
で

あ
っ
て
良
い
と
い
う
小
倉
土
小
畑
の
見
解
ホ
述
べ
ら
れ

た
。
ぞ
し
て
、
ぞ
れ
に
よ
っ
て
こ
ぞ
、
刷
域
社
会
に
お

け
る
住
民
自
治
の
実
現
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
土

こ
う
し
た
発
表
に
対
し
て
、

た
京
都
市
職
昌
の
方
な
Y
」
か
ら
活
発
な
官
疑
や
号
け
た
。

そ
の
後
、
参
加
者
脅
労
う
べ
く
熱
親
会
が
催
さ
れ
た
。

そ
の
席
で
、
優
秀
発
表
に
対
す
る
表
彰
弘
行
わ
れ
、
五

期
牛
チ

l
ム
に
、
優
れ
た
発
表
論
文
に
対
し
て
贈
ら
れ

「
日
本
公
共
政
策
学
会
首
」
が
棒
与
さ
れ
た
。

指
摘
し
た
。

見
学
し
て
い

る

P
O
S
T
U
M
で
活
動
し
た

今
回
の
発
表
た
涌
し
、

メ
ン
バ
ー
は
、
公
共
的
課
頴
の
現
場
に
継
続
的
に
卦
台
、

そ
こ
で
発
止
い
す
る
大
小
様
々
な
問
頴
に
実
際
に
直
面
す

る
こ
左
で
、
主
さ
に
一
筋
縄
で
は
い
か
な
い
状
況
下
で
、

人
々
は
何
青

E
う
考
え
、
公
共
的
職
務
に
従
事
す
る
者

は
、
ぞ
れ
に

y
」
う
応
え
る
べ
去
、
な
の
か
売
実
体
験
に
某

づ
い
て
考
え
る
機
会
所
得
た
。
こ
う
し
た
経
験
が
、
将

来
の
職
業
牛
活
に
お
い
て
活
か
き
れ
る
こ
土
争
期
待
し

た
い
。
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